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第３章第３章第３章第３章    コンクリート橋コンクリート橋コンクリート橋コンクリート橋    

 

第１節第１節第１節第１節    設設設設    計計計計    一一一一    般般般般    

 

１１１１    設計の基本設計の基本設計の基本設計の基本    

(1) 設計にあたっては、道示Ⅲによるほか、上部構造形式の特性を十分に考慮するものとする。 

(2) 構造の各部はなるべく簡単にし、施工、構造性、維持管理、景観などに配慮した設計をおこな

うものとする。 

 

２２２２    斜斜斜斜        橋橋橋橋    

 ２－１ 構造解析 

(1) 斜橋の断面力は、原則として格子構造理論により算出するものとする。 

(2) 斜角は原則として60°以上とするが、構造性からは70°以上とするのが望ましい。 

  (1) 斜橋の断面力は、主げた横げたからなる格子構造とみなすことができるので、原則として格

子構造理論により算出するものとする。 

 

 ２－２ 主げたおよび横げたの配置 

(1) 主げたは、原則として支点部で等間隔となるよう配置するものとする。 

(2) 横げたは、支承線の方向、主げたの方向等を考慮して配置するものとする。 

  (1) 横げたは、主げたの横方向の剛性を高め、主げたのたわみ差やねじり変形による床版、支承

などの構造に有害な影響をおよぼすのを防止する。この趣旨にしたがい支点上のほか、１支間に

つき１箇所以上かつ15ｍ以下を基本として、以下に示すように適切に配置するものとする。 

   1) 橋梁両端部の支承線が互いに平行の場合は、図４－３－１のように横げたは支承線に平行に

配置するのが望ましい。 

   2) 支承線が平行でなく、かつ主げたも平行でない場合は、図４－３－２(a)のように横げたは

斜角θの大きい方の支承線に平行に配置するのが望ましい。 

   3) 支承線が平行でなく、主げたが平行で、橋面形状が台形をなす場合は、図４－３－２(b)の

ように横げたは主げたに直角に配置するのが望ましい。 

 

 

図４－３－１ 支承線が平行の場合の横げたの配置 
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(a) 主げたが平行でない場合   (b) 主げたが平行で橋面形状が台形の場合 

図４－３－２ 支承線が平行でない場合の横げたの配置 

 

３３３３    曲曲曲曲    線線線線    橋橋橋橋    

 ３－１ 主げたの配置 

(1) 曲線橋における主げたは、原則として主げたの軸線を曲線の弦方向に平行に配置するものと

し、床版張出し部が最小となるよう間隔を決めるものとする。 

(2) 同一径間内で、横断こう配に差が生じる場合には、原則として橋体上面を平面とし、舗装厚

で調整するものとする。 

  (1) 平面的な主げたの配置は図４－３－３に示すように、主げたの軸線を曲線の弦方向に配置し、

床版張出し部の左右の最大シフト量を同一にするのが望ましい。 

 

 

図４－３－３ 主げたの配置 

 

    床版張出し部の処理は、以下のようにおこなうものとする。 

   1) シフト量が小さい場合は、水切り幅を変化させてシフト量を確保するものとし、地覆は少な

くとも床版に100㎜程度載せるものとする。 

 

 

図４－３－４ シフト量が小さい場合の床版張出し部 
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   2) シフト量が大きく、水切り幅で処理できない場合は、張出し床版を設けるものとする。 

 

 

図４－３－５ シフト量が大きい場合の床版張出し部 

 

  (2) 横断こう配に差が生じる場合は、橋体上面を平面とし、舗装厚を変化させて対処するものと

するが、最小舗装厚を確保しながら調整舗装厚が最も小さくなるように、橋体上面の縦断こう配

および横断こう配を定めたうえ、主げたを適切に配置するものとする。 

 

 

(a) 舗装面が凸の場合            (b) 舗装面が凹の場合 

図４－３－６ 橋体上面こう配の決め方 
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第２節第２節第２節第２節    床床床床        版版版版    

 

１１１１    適用範囲適用範囲適用範囲適用範囲    

 鉄筋コンクリート床版及びプレストレストコンクリート床版の設計にあたっては、道示Ⅲ７章床版

の規定を満足するものとする。 

 

２２２２    ＰＣ鋼材の配置ＰＣ鋼材の配置ＰＣ鋼材の配置ＰＣ鋼材の配置    

(1) ＰＣ鋼材は、原則として床版に一様にプレストレスが導入されるよう配置するものとする。 

(2) ＰＣ鋼材の配置間隔は、定着具の大きさ、プレストレス力の分布幅などを考慮して定めるもの

とする。 

(3) 斜橋の支承付近における床版支間方向のＰＣ鋼材は、支承線方向に配置するものとする。 

 (1) 床版に一様にプレストレスが導入されていないと、プレストレスによる二次的な曲げモーメン

トおよびせん断力が生じ、複雑な応力状態となるので、床版には一様なプレストレスが導入される

ようＰＣ鋼材の定着間隔などを定めるものとする。 

 (2) プレストレスは、ＰＣ鋼材定着位置より分布して床版に導入されるので、ＰＣ鋼材の配置は、

ＰＣ鋼材定着具の大きさのほかに、この分布幅を考慮して設計断面でのプレストレスが過大あるい

は過小とならないようにするものとする。 

 (3) 支承部付近は、斜角の影響を受けるので、支承線方向にＰＣ鋼材を配置するものとする。 

 

３３３３    配配配配        筋筋筋筋    

(1) 主鉄筋は原則としてＳＤ345を用いるものとし、その直径はＤ16㎜、Ｄ19㎜とする。 

(2) 鉄筋のかぶりは原則として純かぶりで30mmとする。 

(3) 鉄筋の中心間隔は、引張鉄筋については100mm、125mm、150mmとし、圧縮鉄筋は引張鉄筋の２倍

とする。 

(4) 鉄筋の定尺は12ｍとする。 

(5) 主鉄筋の配置は、原則として斜角が70°以上の場合は、斜角方向、斜角が70°未満の場合は、

主げた直角方向とする。 

 (1) 主鉄筋径は原則としてＤ16㎜、Ｄ19㎜とし、Ｄ13㎜、Ｄ22㎜は特殊な場合に使用するものとす

る。 

 (2) 鉄筋の中心間隔は100mm以上でかつ300mm以下で、引張主鉄筋は床版の全厚以下。圧縮側の鉄筋

量は引張側の1/2以上とする。 
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第３節第３節第３節第３節    プレストレストコンクリート橋プレストレストコンクリート橋プレストレストコンクリート橋プレストレストコンクリート橋    

 

１１１１    使用材料使用材料使用材料使用材料    

 １－１ コンクリート 

 コンクリートの設計基準強度は、「第１章 第１節 ４」による。 

 

 １－２ ＰＣ鋼材 

 ＰＣ鋼材は定着工法、橋種、および架設工法などをふまえ、ケーブルと鋼棒を適切に用いるもの

とする。 

  (1) ＰＣ鋼材は、定着具の配置、偏心量、施工性および経済性をふまえて選定するものとするが、

一般に導入力の小さい鋼材を数多く配置した方が、部材断面にプレストレスを均等に導入できる

利点がある。 

  (2) ＰＣ鋼材は、原則として経済性、市場性に問題がなく、設計上の利点がある低リラクセー

ション品を使用するものとする。 

  (3) 近年、従来からのセメント系グラウト以外の防錆材料を用いたプレグラウトＰＣ鋼材が実用

化されており、これを用いることより、グラウト工が不要で施工の省力化が可能となるが、現在

市販されている製品は、１本ごとに定着されるＰＣ鋼より線に限られていることと、樹脂の硬化

性状がコンクリートの硬化時の温度に大きく影響を受けるタイプもある。この特性を考慮して床

版の横締めや箱げた以外の場所打ち桁の橋軸方向ＰＣ鋼材に採用するのがよい。 

  (4) 横締めは施工性を考慮し、原則としてケーブルを用いるものとするが、横締め長が短い場合

はセットロスの影響が大きく不経済になる場合がある。施工性、経済性を検討し、有利になる場

合には鋼棒を使用してもよいものとする。 

  (5) ＰＣ斜材付きπ型ラーメン橋の斜材は鋼材配置のスペースが限られるため、原則として導入

力の大きいＢ種２号の鋼棒（ＳＢＰＲ930／1180）または、SWPR19L 1S28.6を用いるものとする。 

  (6) 外ケーブルの耐久性を向上させるため、シース、グラウト、ＰＣ鋼材の種類を適切に選定す

るものとする。 

 

 １－３ 鉄  筋 

 鉄筋は原則として異形鉄筋ＳＤ345を用いることを基本とし、鉄筋径はポストテンション方式の

部材で13㎜以上、プレテンション方式の部材で10㎜以上とする。 

 

 １－４ 鉄筋の配置 

 鉄筋の間隔、純かぶり、フック、定着及び継手については道示Ⅲ6.6によるものとする。 

  塩害の影響のある箇所については、道示Ⅲ5.2によるものとする。 

 



4－3－6 

２２２２    Ｔげた橋Ｔげた橋Ｔげた橋Ｔげた橋    

 ２－１ 適  用 

 主げた断面が、Ｔ形で構成される橋の設計に適用するものとする。 

  (1) ここでは、プレテンション方式およびポストテンション方式の両工法のＴげたを対象とする

ものとする。 

    ポストテンション方式Ｔげたは、標準Ｔげた（建設省制定標準設計）、ＰＣバルブＴげた、工

場製作のプレキャストセグメント工法について検討をおこなうものとする。 

  (2) ＰＣバルブＴげたは、経済性を考えてフランジ幅2.0ｍのけたを標準とするものとする。 

 

 (a) 支間長35ｍ未満         (b) 支間長35ｍ以上 

図４－３－７ ＰＣバルブＴげたの主げた形状 

 

図４－３－８ ＰＣバルブＴげたのけた高、支間の関係の目安の範囲 

 

  (3) 交差道路等により、縦断計画上、上部工高を低くする必要がある場合は、フランジ幅1.5ｍの

けたを用いるものとする。 

 

(a) 支間長35ｍ未満         (b) 支間長35ｍ以上 

図４－３－９ ＰＣバルブＴげたの主げた形状 
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 ２－２ 主げたの据付け 

(l) 縦断こう配に対する主げたの据付けは支承部に打ち足しレアーを設けるものとする。 

(2) 横断こう配が片こう配の場合の主げたの据付けは以下に示すとおりとする。 

 ① ウェブは、原則として鉛直に据付けるものとする。 

 ② フランジ厚の変化と舗装厚の変化により対処するものとする。 

 ③ 片こう配が４％こえ舗装厚の変化が大きくなる場合は、主けたを４％まで傾けて据付け可能

な床版橋の採用を考えるとよい。 

(3) 横断こう配が両こう配の場合は、プレテンションＴげた、ポストテンションＴげたとも、

ウェブは原則として鉛直に据付けるものとし、こう配は調整コンクリートにより対処するものと

する。 

  (1) 縦断こう配に対して 

    主げた支承部には、図４－３－10に示す打足しによるレアーを設けるものとする。 
 

 

図４－３－10 縦断こう配が３％＜ｉの場合の主げたの据付け 

 

  (2) 横断こう配（片こう配）に対して 

   1) プレテンションＴげた横断こう配がＩ≦４％、ポストテンションＴげた横断こう配がＩ≦

２％の場合ウェブは鉛直に据付けるものとし、横断こう配はフランジ厚を変化させることによ

り対処するものとする。 

   2) プレテンションＴげた横断こう配がＩ＞４％、ポストテンションＴげた横断こう配がＩ＞

２％の場合ウェブは鉛直に据付けるものとし、プレテンションＴげたで横断こう配がＩ≦４％、

ポストテンションＴげたで横断こう配がＩ≦２％までは、フランジ厚を変化させ、残りは舗装

厚により対処するものとする。 

 

 

 

 

 

 

 

図４－３－11 横断こう配に対する主げたの据付け 

 

   3) 床版橋の場合 

     床版橋の主げたは、Ｔけたの形状に比べて安定しているため、主げたを４％まで傾け、残り

は舗装厚により対処するものとする。 
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図４－３－12 床版橋の片こう配の対処 

 

  (3) 横断こう配（両こう配）に対して 

    プレテンションＴげた、ポストテンションＴげたとも、ウェブは鉛直に据付け、横断こう配は

こう配調整コンクリートにより対処するものとし、こう配調整コンクリートの最小厚は原則とし

て５㎝とする。 

 

 

 

 
 

図４－３－13 横断こう配（両こう配）に対する対処 

 

 ２－３ 床版の構造細目 

(1) 床版場所打ちコンクリートの幅は75㎝以下とし、プレキャストげたフランジより出した鉄筋

により十分に結合するものとする。ただし横締めＰＣ鋼材が配置された床版で場所打ちコンク

リートの幅が30㎝以下の場合には、この鉄筋は出さなくてよいものとする。 
 

 

 

図４－３－14 床版場所打ちコンクリートの幅 

 

(2) 床版の横締め鋼材および床版支間方向鉄筋の配置は、原則として斜角と同方向に配置するも

のとする。ただし、斜角をやむを得ず60°未満とする場合は主げたに直角に配置するものとす

る。 

 

 

 

 

図４－３－15 床版横締め鋼材の配置 

b：床版場所打ち部の幅 

以
上
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 ２－４ プレキャストセグメント工法の継目部 

(1) プレキャストセグメント橋は、継目部のないけたとして構造解析をした上で、継目部の照査

を行うものとする。 

(2) 継目部は、設計荷重作用時およびプレストレッシング直後において引張応力が生じないよう

に設計するものとする。 

(3) 継目部は、設計荷重をこえる大きな活荷重が作用した場合に、ひび割れが発生しないように

設計するものとする。 

(4) 継目部の鋼製接合キーは、架設時および終局荷重作用時に作用するせん断応力に対して設計

するものとする。 

  (1) プレキャストセグメント橋の安全性は、セグメント継目部の耐荷性能に大きく影響される。

設計にあたっては、継目部を照査断面に含めた継目部のない通常の部材として、構造形式に応じ

て設計を行うとともに、継目部の応力度の照査を行うものとする。 

  (2) プレキャストセグメント橋の継目部は、けたの軸方向鉄筋が連続して配置されていないため、

設計荷重作用時にフルプレストレスの状態とする。プレストレッシング直後においても接着剤が

完全に硬化していないことから、引張応力が生じないことを照査するものとする。 

  (3) 継目部のコンクリートの曲げ引張応力度の許容値は、許容曲げ引張応力度の70％割増した値

とする。ただし、設計基準強度50Ｎ／㎜２の工場製作のプレキャストセグメントは、一律3.0Ｎ／

㎜２とする。 

    ここでいう大きな活荷重とは、下記の荷重の組合せをいう。 

   1) けた σ０＋1.7σＬ 

   2) 床版 σ０＋1.7σＬＳ＋0.5σｇ 

     ここに、σ０ ：活荷重および衝撃以外の主荷重によるコンクリートの曲げ引張応力度 

         σＬ ：活荷重および衝撃によるコンクリートの曲げ引張応力度 

         σＬＳ：活荷重および衝撃による床版としてのコンクリートの曲げ引張応力度 

         σｇ ：活荷重および衝撃によるけたとしてのコンクリートの曲げ引張応力度 

  (4) 鋼製接合キーが受持つことのできるせん断応力度は、架設時100Ｎ／㎜２、終局荷重作用時235

Ｎ／㎜２としてよい。鋼製接合キーの機械的性質は、表４－３－１のとおりとする。 

 

表４－３－１ 鋼製接合キーの機械的性質 

材  質 ＳＳ400，ＦＣＤ450 

引張強さ 400Ｎ／㎜２以上 

降 伏 点 215Ｎ／㎜２以上 

伸  び 10％以上 
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 ２－５ プレキャストセグメント工法継目部の構造細目 

(1) プレキャストセグメントの分割は、プレキャストセグメントの製作、運搬、架設工法を考慮

して決定するものとする。 

(2) プレキャストセグメントの接合面は、原則として主げた部材軸線に直角に設けるものとす

る。 

(3) プレキャストセグメントの継目部付近は、補強鉄筋を配置するものとする。 

(4) プレキャストセグメントの継目部はエポキシ樹脂接着剤を接合材料とし、鋼製接合キーかコ

ンクリート製接合キーを用いるものとする。 

  (1) 一般にプレキャストセグメントの分割数は、曲げモーメントが最大となる支問中央での継目

を避けるために奇数個とするものとする。 

  (2) プレキャストセグメントの接合幅は、プレストレス力の接合面に沿った分力が極力生じない

ように、主げた部材軸線に直角に設けるものとする。 

 

図４－３－16 セグメント継目の配置 

 

  (3) 継目付近のスターラップ間隔は、継目部以外のスターラップ間隔の１／２、または10㎝程度

とし、補強範囲は30㎝以上とするものとする。 

  (4) 接合キーは、ＴげたやＰＣコンポ橋のように部材寸法が小さい場合は、原則として鋼製接合

キーとする。 

 

３３３３    合成げた橋合成げた橋合成げた橋合成げた橋    

 ３－１ 設計一般 

 プレキャストコンクリートげたと場所打ち床版とがずれ止めによって結合され、けたと床版とが

一体となった合成断面で荷重に抵抗する合成げた橋のうち、ＰＣげたとＰＣ合成床版による合成げ

た（ＰＣ合成床版タイプ合成げた）橋に適用する。 

  (1) ＰＣ合成床版タイプ合成げたは、工場製作のプレキャストセグメント工法によるポストテン

ション方式を標準とする。 

  (2) ＰＣ合成床版タイプ合成げたは、斜角70°以上を標準とし、70°以下の橋梁ではねじりを考

慮した格子解析を行うものとする。ＰＣ合成床版タイプ合成げたは、プレキャストセグメント工
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法によるため、現場の省力化等に有利なほか、プレキャストＰＣ板が型枠支保工として機能する

ためけた下に交通制限等がある場合に有利である。 

 

 ３－２ 主げたの構造細目 

(1) 主げたは、ずれ止め鉄筋により一体化された床版との合成断面で、橋面荷重及び活荷重の合

成後荷重に対して安全となるように設計するものとする。 

(2) 合成げたとして断面力に抵抗する床版の有効断面は、原則として場所打ちコンクリート部分

だけとする。 

(3) 応力度照査にあたって、プレキャストげたと場所打ち床版におけるコンクリートのクリー

プ、乾燥収縮の差を考慮するものとする。 

(4) 主げたと床版の合成を高めるために、直径13㎜以上、中心間隔50㎝以下のずれ止め鉄筋を配

置する。 

  (1) 合成げた橋は、施工順序および施工工程により、同一断面内の応力分布が異なる。あらかじ

め想定した施工条件に従い、合成前及び合成後の施工段階ごとに応力度を算定するものとする。 

  (2) ＰＣ合成床版中のＰＣ板は、桁の支間直角方向に継目があり、継目部で断面が減少している

ため、有効断面としてＰＣ板は無視することとする。 

 

支間(Ｌ) 中間横げた本数 11 12 13 14 

25.0ｍ 

１ 0.300 

0.700 0.350 12.5 

30.0ｍ 0.700 0.400 15.0 

35.0ｍ 0.700 0.400 17.5 

40.0ｍ 0.800 0.450 20.0 

45.0ｍ 0.800 0.450 22.5 

 

 

支間Ｌ PC鋼材 下フランジ高h3 ウエブ厚ｂ 

25≦Ｌ≦38ｍ 12Ｓ12.7 200mm 220mm 

38＜Ｌ≦45ｍ 12Ｓ15.2 250mm 230mm 

 

 

 

図４－３－17 主げたの形状 
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図４－３－18 けた高、支間の関係の目安 

 

 ３－３ ＰＣ合成床版の構造細目 

(1) 床版は、ＰＣ板と場所打ちコンクリートの一体化した合成床版で、橋面荷重及び活荷重の合

成後荷重に対して安全となるように設計するものとする。 

(2) 床版の支間のとり方、曲げモーメントの算定は鉄筋コンクリート床版の規定に準拠するもの

とする。 

(3) ＰＣ合成床版の厚さは、ＰＣ板と場所打ちコンクリートの合計厚とする。場所打ちコンク

リートは最小厚15㎝とし、ＰＣ板の1.5倍以上とする。 

  (1) 設計荷重作用時の合成床版支間中央は、ＰＣ板に引張応力度を発生させないようにするとと

もに、場所打ちコンクリート打設後の合成断面に合成後荷重でもＰＣ板に引張応力度が生じない

ようにするものとする。 

  (2) 床版の曲げモーメントの算定は、鉄筋コンクリート床版の規定に準拠する。ただし、中間横

げた間隔が15ｍを越える橋梁では、主げたの荷重分配作用が低下する。そこで、床版の支間曲げ

モーメントを道示Ⅲ7.4に規定する支間曲げモーメントの単純版の90％として設計するものとす

る。 

 

図４－３－19 ＰＣ合成床版の支間 

 

  (3) 場所打ちコンクリートに配力鉄筋を配置し、ＰＣ板の1.5倍以上の厚さとすれば、全体として

等方性スラブとして挙動すると考えてよい。 
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 ３－４ ＰＣ板の構造細目 

(1) ＰＣ板は厚さ７㎝以上のプレテンション方式の工場製品とする。 

(2) ＰＣ板は、横げた上に載せない構造とする。 

(3) ＰＣ板は、施工時の有効プレストレス、自重、場所打ちコンクリートおよび施工時荷重に対

して安全に設計するものとする。 

(4) ＰＣ板は主げたに対して直角に敷設し、斜橋の場合は端部で調整することを原則とする。 

  (1) ＰＣ板は厚さが薄いため、工場製品に限定する。ＰＣ板と場所打ちコンクリートの打継目の

一体化は、既に多くの研究で確認されているが、さらに信頼性を高めるために、ＰＣ板の上に凹

凸を設けるものとする。 

  (2) ＰＣ板は、床版支間（橋軸直角）方向にだけプレストレスが導入されているため、横げたの

上に載せると、ＰＣ板の橋軸方向に大きな曲げモーメントが生じ、ひび割れの原因となるため、

一体化させないものとする。 

 

 

図４－３－20 横げた部のＰＣ板配置 

 

  (3) 施工時荷重とは、作業員やコンクリート打込み用器具などの重量で、一般に3.5kN／㎡として

よい。 

  (4) 斜橋の場合は端部に調整用のＰＣ板を敷設するか、場所打ち部を設けるのがよい。 

 

 

図４－３－21 斜橋におけるＰＣ板の敷設 

2
5
0
m
m
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４４４４    プレキャストプレキャストプレキャストプレキャストげた架設方式連続げた橋げた架設方式連続げた橋げた架設方式連続げた橋げた架設方式連続げた橋    

 ４－１ 設計一般 

(1) プレキャストげた架設方式連続げた橋とは、プレキャスト単純げたを架設し、その後に中間

橋脚上でこれらを連結して、連続げたとするプレストレストコンクリートげた橋である。 

(2) 支間長は等径間とみなせる程度で、45ｍ程度以下を目安とするものとする。 

(3) 斜角は、原則として70°以上とする。また、けたの平面的な折れ角が生じる場合には格子解

析により影響を考慮するものとする。 

  (1) プレキャストげた架設方式連続げた橋は、一般的に図４－３－22に示す手順で施工され、次

に示すような構造上の特徴をもっている。連結部の構造により鉄筋コンクリート方式とプレスト

レストコンクリート方式に分類されるが、原則として実績の多い鉄筋コンクリート方式によるも

のとする。 

   1) 連結部では、ある一定の間隔をあけて配置されたプレキャストげたの上フランジ内の埋込み

鉄筋に連結鉄筋を重合せ、横げたとともにコンクリートが打設される。 

   2) 中間橋脚上に用いる支承は、所要の鉛直ばね定数をもつゴム支承が用いられ、連結後の主げ

たの挙動が１点支承に近い支持条件を持つようにされている。 

   3) 中間橋脚上は鉄筋コンクリート構造とし、橋軸方向には一般にプレストレスが導入されてい

ない。 

① 主げたコンクリートの打設・緊張 

  ポストテンションげた 

 

  プレテンションげた 

 

② 主げた架設と中間横げた・間詰めコンクリートの打設 

 

③ 連結部（床版・間詰め）コンクリートの打設・横締緊張 

 

図４－３－22 プレキャストげた架設方式連続げた橋の一般的な施工手順 

 

  (2) プレキャストげた支間は、プレテンションげたでは24ｍまで、ポストテンションげたでは45

ｍ以下であることから、これらの値がプレキャストげた架設方式連続げた橋の適用支間の目安と

なる。しかし、支間長が長くなると連結部の断面力が大きくなり、単純げたのけた高では連結部

の設計が困難になる場合には、けた高を高くするなどにより対処するものとする。 

  (3) 連結部横げたは、ねじりに対する補強筋を配置することが困難であることから、プレキャス

トげた架設方式連続げた橋はねじりの影響の少ない斜角70°以上とするが、ねじりに対する検討

をおこなって十分安全を確認した場合においても斜角は60°以上とするのが望ましい。 
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 ４－２ 設計計算 

(1) 断面力は、主げた自重、横げたおよび床版自重については単純げたとして、橋面工重量、活

荷重、衝撃については連続げたとして、原則として格子構造理論により算出するものとする。た

だし、直橋あるいは斜角75°以上の斜橋で主げたが３本以上ある多主げたの橋梁に対しては、版

構造とみなし直交異方性版理論で解析してもよいものとする。 

(2) 連続げたの解析モデルは、中間橋脚上の２点のばね支持を考慮するものとする。 

(3) 連結げた橋の中間支点上の設計曲げモーメントは、道示Ⅲコンクリート橋編14.3による低減

をおこなわないものとする。 

  (1) 格子構造理論により断面力を算出する場合、斜角が70°以上の橋梁については部材のねじり

剛性は無視してもよいものとする。 

  (2) 連続げたの解析モデルについては、図４－３－23に示すように中間橋脚上の２点のばね支持

を考慮して解析するものとするが、衝撃係数を算出するための支間はLc1、Lc2、Lc3を用いるも

のとする。 

 

 

図４－３－23 解析モデルと設計支間 

 

  (3) 一般の連続げた橋では、中間支点部の負の設計曲げモーメントを道示Ⅲ14.3により低減して

いるが、プレキャストげた架設方式連続げた橋では中間橋脚上で２点支持とした解析モデルを採

用することから、この低減はおこなわないものとする。 
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 ４－３ 連結部の計算断面 

(1) 連結部の設計断面は、図４－３－24に示す横げた中心位置の断面Ｂ－Ｂ、横げた前面位置の

断面Ａ－Ａおよび断面Ｃ－Ｃとする。 

 

図４－３－24 連結部の設計断面 

 

(2) 連結部に作用する負の曲げモーメントに対する抵抗断面は、図４－３－25の実線で示される

断面状態とし、下フランジ圧縮側の有効幅は、連結部の横げた前面位置より１：５の範囲で考慮

してよいものとする。 

 

(a) 横げた中心位置の断面Ｂ－Ｂ 

 

 

(b) 横げた前面位置の断面Ａ－Ａおよび断面Ｃ－Ｃ 

図４－３－25 負の曲げモーメントに対する抵抗断面 

 

(3) 連結部に作用する正の曲げモーメントに対しては図４－３－24に示す横げた中心位置の断面

Ｂ－Ｂについて照査を行うものとし、抵抗断面は図４－３－26の実線で示される断面形状とす

る。 
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図４－３－26 正の曲げモーメントに対する抵抗断面（横げた中心位置の断面Ｂ－Ｂ） 

  (1) 連結部に作用する曲げモーメントに対しては、一般に横げた中心位置の断面Ｂ－Ｂで照査し

ておけば安全であるが、断面Ａ－Ａ、断面Ｃ－Ｃでは、連結後に作用する負の曲げモーメントに

より、プレキャストげたの下縁に圧縮応力を生じる場合があるので、これについても照査するも

のとする。 

  (2) 連結部には一般に負の曲げモーメントが作用するが、スパンが短く、自重の軽いプレテン

ションげたを用いる場合などでは、連結部に正の曲げモーメントが生じることがある。また、不

等沈下の影響を考慮する場合には正の曲げモーメントが作用する場合がある。このような場合に

は、場所打ちの横げた部下端に鉄筋を配置して抵抗させるものとする。 

 

 ４－４ 連結部の構造 

(1) 連結部の構造は次によるものとする。 

 1) 連結部のけた端の間隔は20㎝を標準とする。 

 2) 床版切欠き長は、連結鉄筋の長さに、両端部の余裕をそれぞれ50㎜加えた長さ以上とし、連

結鉄筋の長さは、鉄筋の重ね継手長に連結部のけた端の間隔20㎝を加えた長さとする。 

 3) 横げたの幅は、ポストテンションげたの場合はけた高以上とし、プレテンションＴげたの場

合は床版切欠き長＋10㎝程度とする。プレテンション床版橋の場合は、正のモーメントに対す

る鉄筋（断面下側の鉄筋）を主げたの連結部隔壁内に埋め込む構造としており、この隔壁の幅

は引張鉄筋を確実に定着するため20㎝程度とし、横げた幅は床版切欠き長＋40㎝程度とする。 

 4) 横げたには、主げたを縫う形でＰＣ鋼材を配置するものとする。そのプレストレス量は横げ

た断面に対してプレテンションげたの場合1.0Ｎ／㎜２以上、ポストテンションげたの場合は

1.5Ｎ／㎜２以上とする。この場合、横げた断面とは、（横げた幅×総けた高）とする。 

(2) 連結部の鉄筋は次によるものとする。 

 1) 上側引張鉄筋は、２段配置までとする。 

 2) 上側引張鉄筋は、原則としてＤ22㎜以下、中心間隔は10㎝以上とする。 

 3) 上側引張鉄筋の最小鉄筋量は、１段配置で次のとおりとする。 

      ポストテンションげた：Ｄ22㎜ 中心間隔15㎝ 

      プレテンションげた ：Ｄ19㎜ 中心間隔15㎝ 

 4) 埋込み鉄筋の長さは支間Lsの20％以上とする。 

 5) 埋込み鉄筋と連結鉄筋の重ね継手長は、鉄筋の許容引張応力度とコンクリートの付着応力度

により求めるものとし、かつ鉄筋径の25倍以上とする。 
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 6) 横げたの下側には主げたの正の曲げモーメントと支点の不等沈下に対する主鉄筋を配置しな

ければならないが、計算上主鉄筋が必要でない場合でも、用心鉄筋として、上側鉄筋量の１／

２以上の鉄筋を配置するものとする。 

 7) 横げたの配力鉄筋はＤ13㎜を20㎝以下の間隔で配置するものとする。 

 8) ポストテンションＴげたの切欠き部のずれ止め鉄筋はＤ13㎜以上とし、中心間隔は15㎝以下

とする。 

  (1) 横げた幅は、横げたを介して主げたの連続性を確保する必要があるため、ポストテンション

げたの場合はけた高と同じ長さ以上とし、プレテンションげたは床版の切欠き部を完全に包むも

のとしたものである。 

 

(a) ポストテンションげた  (b) プレテンションＴげた   (c) プレテンション床版橋 

図４－３－27 連結部の寸法 

 

  (2) 主げたコンクリートと横げたコンクリートを一体化するために、プレストレスが横げた断面

に均等に分布するように横げたＰＣ鋼材を配置するものとする。 

  (3)  横締めＰＣ鋼材の定着被覆構造については図４－３－28(a)～(c)に示す方法があるが、主方

向ＰＣ鋼材等との取り合いを考慮して検討する。各方法についての留意点は以下に示す。 

    ・(a):ポストテンションげたの場合は、けた端部が拡幅されており定着具と箱抜きとしても構

造上支障がないため、図４－３－28(a)のように横締め鋼材の定着具を箱抜きすること

が多い。 

    ・(b):プレテンションげたの場合については、図４－３－28(b)のように張出した横げたを箱

抜きして定着具を配置する。 

    ・(c):(b)により難くやむを得ない場合は、図４－３－28(c)のように直接横締め鋼材の支圧版

を主げた側面に配置して横げたを後打ちすることもあるが、この場合には、鉄筋で十分

補強したり、中央部に縦目地を設けて縁切りを行うなどの処置を施すことが必要である。 
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             (a)           (b)        (c) 

図４－３－28 横げたの構造 

 

(a) 側面図             (b) 断面図 

図４－３－29 連結部横締めＰＣ鋼材 

 

  (4) 上側鉄筋は、重ね継手位置が同一断面にあり、施工性、ひびわれ制御、鉄筋の応力度の面か

らは１段配置とすることが望ましいが、やむを得ない場合は２段配置までとし、鉄筋径について

は、Ｄ22㎜以下とするのが望ましいが、配置困難な場合はＤ25㎜まで用いてよいものとする。ま

た、鉄筋の中心間隔は、振動機を挿入するあきを確保するため、10㎝以上とする。 

  (5) 連結げたの反曲点は支間（Ls）の20％付近にあり、上側引張鉄筋を圧縮域に定着させるには、

埋込み鉄筋長は（0.2Ls＋定着長）となるが、前死荷重（Ｄ１）が単純げたに作用していること

を考慮すると反曲点の位置は支間の20％付近よりかなり中間支点寄りになることから、埋込み鉄

筋の長さは支間の20％以上としたものである。 

  (6) 切欠き部は横げたに包まれてしまうため、ずれせん断は発生しないが、用心鉄筋として図４

－３－30に示すずれ止め筋を配置するものとする。 

 

図４－３－30 連結部におけるずれ止め鉄筋 
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５５５５    箱げた橋箱げた橋箱げた橋箱げた橋    

 ５－１ 適  用 

 主げた断面が箱形をなす橋の設計に適用するものとする。 

 

 ５－２ 断面力の算定 

(1) 斜角が70°以上の単一箱げた橋および多重箱げた橋の断面力は、箱げた全断面を１本のはり

として断面力を算出するものとする。ただし、多重箱げた橋においては全幅と支間の比（全幅／

支間）が0.5以上の場合は、原則として格子構造理論によって断面力を算出するものとする。 

(2) 多主げた箱げた橋、斜角70°未満の単一箱げた橋、多重箱げた橋および曲線橋の断面力は、

原則として格子構造理論により算出するものとする。 

(3) 横方向の設計は、上下フランジとウェブにより構成されるラーメン構造として、下フランジ

およびウェブの断面力を求めるものとする。 

  (1) 全幅と支間の比が0.5未満の多主げた箱げた橋の場合には、主載荷重を車道部分に満載して算

出した断面力を主げた本数で除して、各主げたの断面力としてよいものとする。 

  (2) 斜角が70°未満の単一箱げた橋および多重箱げた橋の場合は、ねじりの影響を考慮する必要

があるため、部材のねじり剛性を考慮して格子構造理論によって解析するものとする。 

  (3) よく使用されている標準的な箱げた橋の断面は図４－３－31に示すとおりである。 

 

図４－３－31 標準的な箱げた橋の断面 

 

６６６６    中空床版橋中空床版橋中空床版橋中空床版橋    

 ６－１ 設計一般 

(1) 中空床版橋の断面力は、原則として版理論により算出するものとする。 

(2) 片持版を有する中空床版橋の有効幅は主版幅としてよいものとする。 

(3) 片持床版の橋軸直角方向は道示Ⅲ7.4.2により設計するものとする。 

  (1) 中空床版橋の断面力は、厳密には異方性版として解析すべきであるが、等方性と仮定しても

実用上は問題がないため、等方性版としてOlsenの薄版理論により求めてよいものとする。ただ

し、Olsenの薄版理論は線支承を前提としたものであり、支承条件がこれと著しく異なる場合、

または、斜角の影響が著しくなる斜角が80°未満の場合は、格子構造理論により解析をおこなう

のが望ましい。 



4－3－21 

  (2) 片持部の曲げ剛性は、主版部に比べ十分に小さいため、有効幅は主版幅ｂをとるものとする

が、この場合、片持部の主版部に与える影響は、縁端荷重および縁端モーメントとして考慮する

ものとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４－３－32 縁端荷重および縁端モーメント 

 

 ６－２ 主げたの断面形状 

(1) プレテンション方式ＰＣ単純床版橋の断面形状はＪＩＳげたか、これに準じるけたを使用す

るものとする。 

(2) 場所打ち中空床版橋の断面形状は、図４－３－33を標準とする。 

 

図４－３－33 場所打ち中空床版橋の断面形状 

 

 1) 片持版の張出し長は1200～1400㎜程度とする。 

 2) 片持版の付け根の厚さは400㎜を標準とする。 

 3) ボイドの純間隔は、ＰＣ鋼より線を用いる場合は350㎜以上、ＰＣ鋼線を用いる場合は300㎜

以上とする。 

 4) 主版端部からボイドまでの距離は、ＰＣ鋼より線を用いる場合は400㎜以上、ＰＣ鋼線を用

いる場合は350㎜以上とする。 

 5) ボイドの上下のかぶりはそれぞれ150㎜、100㎜とする。 

  (1) 斜角が70°未満の場合には、斜角方向の鉄筋が重なって配置されるので、ボイドの下のかぶ

りは125㎜とするものとする。 
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 ６－３ 横げたの形状 

(1) 支承上の横げた幅は版厚以上とする。 

(2) 中間横げた幅は300㎜以上とする。 

   横げた幅のとり方は、図４－３－34に示すように、支承線に対し直角方向に必要幅を確保するも

のとする。 

 

図４－３－34 横げた幅のとり方 

    

７７７７    外ケーブル構造外ケーブル構造外ケーブル構造外ケーブル構造    

  

外ケーブル構造の採用と設計にあたっては、経済性や外ケーブル構造の特性を十分考慮しなけれ

ばならない。 

  

 外ケーブル構造の実績は増えているが、設計にあたっては「道示Ⅲコンクリート編」のほか、実施事

例等を参考に耐力照査方法、定着部及び偏向部の設計、防錆方法など十分検討したうえで設計しなけれ

ばならない。 
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第４節第４節第４節第４節    鉄筋コンクリート橋鉄筋コンクリート橋鉄筋コンクリート橋鉄筋コンクリート橋    

 

１１１１    設計計算に関する一般事項設計計算に関する一般事項設計計算に関する一般事項設計計算に関する一般事項    

(1) 設計にあたっては、設計荷重作用時においては許容応力度設計法で部材断面に生じる応力度を

照査するとともに、終局荷重作用時においては破壊に対する照査もおこなうものとする。 

(2) 部材の設計に用いる断面力は弾性理論により算出するものとするが、この場合、部材の曲げ剛

性、せん断剛性およびねじり剛性は、コンクリートの全断面を有効とし、鋼材を無視した値を用い

てよいものとする。 

 

２２２２    構造細目構造細目構造細目構造細目    

 ２－１ 最小鉄筋量 

 部材には、その断面積の0.15％以上の鉄筋を配置することを原則とする。 

   鉄筋コンクリートの部材には、ひびわれを有害でない程度に抑えるため、部材のいかなる断面に

おいても、その断面積の0.15％以上の鉄筋を配置するものとする。鉄筋コンクリート部材に配置す

る軸方向主鉄筋およびけたに配置する斜引張鉄筋の最小鉄筋量は、道示Ⅲ4.3によるものとする。 

 

３３３３    中空床版橋中空床版橋中空床版橋中空床版橋    

 ３－１ 設計一般 

 「６－１」によるものとする。 

 

 ３－２ 主げた断面形状 

 中空床版橋の断面形状は、図４－３－35を標準とする。 

 

図４－３－35 中空床版橋の断面形状 

 

 1) 片持版の張出し長は1200～1400程度とする。 

 2) 片持版の付け根の厚さは400㎜を標準とする。 

 3) ボイドの純間隔は300㎜以上とする。 

 4) 主版端部からボイドまでの距離は550㎜程度とする。 

 5) ボイドの上下のかぶりはそれぞれ150㎜、120㎜とする。 

   ＲＣ中空床版橋は、軸方向に比較的太径の鉄筋が配置されるため、ボイドの下のかぶりは施工性

を配慮して120㎜を標準としたが、斜角が70°未満の場合には、斜角方向の鉄筋が重なって配置さ

れるので、150㎜とするものとする。 
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 ３－３ 主げたの構造細目 

(1) スターラップはＵ型を使用するものとする。 

(2) 軸方向主鉄筋は２段配筋までとし、原則としてスターラップでかこむものとするが、やむを

えない場合は外へ出してもよいものとする。 

   従来スターラップの形状はＵ形およびＸ形としていたが、Ｘ形は施工性に劣るためＵ形を標準と

した。 

 

 ３－４ 片持床版の構造細目 

 片持床版の橋軸方向には、用心鉄筋を配置するものとする。 

  (1) 片持床版部には、温度差、乾燥収縮などにより引張応力が生じ、ひびわれ発生の原因となる

ことがあるため、片持床版の上側および下側に図４－３－36に示す用心鉄筋を配置するものとす

る。なお、連続床版橋の中間支点部付近では、片持床版は主版と一体になって負の曲げモーメン

トに抵抗するので片持床版の上側に単位幅当りに換算して引張主鉄筋の１／２以上の鉄筋を配置

するものとする。 

  (2) 片持床版部の橋軸方向用心鉄筋は表４－３－２を標準とし、図４－３－36の範囲に配置する

ものとする。 

    なお、中間支点部の上側鉄筋は、引張主鉄筋をＤ32㎜と想定し、その１／２以上のＤ25㎜を配

置するものとする。 

 

図４－３－36 片持床版の用心鉄筋 

 

表４－３－２ 片持床版の用心鉄筋 

 端  部 中間支間部 中間支点部 

上側鉄筋 Ｄ22 ctc125 Ｄ16 ctc125 Ｄ25 ctc125 

下側鉄筋 Ｄ13 ctc125 Ｄ22 ctc125 Ｄ16 ctc125 

 

 

図４－３－37 片持床版の用心鉄筋の配筋範囲 


